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－「串本町選挙管理委員会」からのお知らせ－

◎投　票　日　　平成25年7月21日（日）

◎投票時間　　投票日当日の投票時間は、
　　　　　　　午前7時～午後7時です。

◎期日前投票について
　投票日当日に仕事や旅行等の予定がある方などは、
　期日前投票ができます。

○期　　間　　平成25年7月5日（金）～平成25年7月20日（土）
○場所・時間　　串本町役場本庁舎別館１階会議室（午前8時30分～午後8時）
　　　　　　　串本町役場古座分庁舎１階ロビー（午前8時30分～午後6時）

※古座分庁舎の投票時間をこれまでの時間から2時間短縮し、午後6時までといたします。
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串本町の人口と世帯

○人　口 … 18,149人　【 男性 … 8,467人 ・ 女性 … 9,682人 】
○世帯数 … 9,053世帯

【平成25年5月31日現在】

※このコーナーへ掲載希望の方は、申請書データ、写真データを添付して企画課のメールアドレスまで送付す
　るか、企画課へ申請書と写真データを直接お持ちください。写真を直接お持ちいただいてもかまいません。
　申請書は、町のホームページからダウンロードいただくか、企画課窓口で配布しています。
 【対象年齢】３歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさせていただきます。）投稿有効期間３ヶ月。
　お問い合わせは企画課まで TEL.0735-62-0556 メールアドレス:

髙橋 明日香 ちゃん（１歳0ヶ月）須江

「１歳のお誕生日おめでとう
これからもいーっぱい遊ぼうね」

あ す か

（母　由香さん）

國分 あかり ちゃん（１歳1ヶ月）串本

「一歳のお誕生日おめでとう！
お兄ちゃんといつまでも仲良くね！」

（父　雄一さん）

すまいるっ！
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■
Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
観
光
客
数

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

（
Ｇ
Ｗ
）は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

や
道
の
駅
の
宣
伝
効
果
も
あ
り
、
自

家
用
車
や
ツ
ー
リ
ン
グ
の
個
人
客

が
多
く
、
宿
泊
客
と
日
帰
客
の
合
計

が
、
昨
年
度
よ
り
３
千
３
百
人
程
多

い
約
４
万
５
千
人
の
方
が
当
町
を

訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
く
し
も
と
橋
杭
岩
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
期
間
中
、
約
２
万
６
千

人
の
方
が
立
ち
寄
ら
れ
、
指
定
管
理

者
の
熊
交
商
事
㈱
が
運
営
し
て
い

る
売
店
の
売
り
上
げ
も
、
予
測
し
て

い
た
数
字
の
1.7
倍
の
売
り
上
げ
が

あ
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
多
く
の
地
元
産
品
を
販

売
し
て
い
く
と
と
も
に
、
色
々
な
媒

体
を
利
用
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
よ

り
多
く
の
観
光
客
が
呼
び
込
め
る

よ
う
、
情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
高
速
道
路
紀
南
延
伸

　
高
速
道
路
の
紀
南
延
伸
は
、
平
成

24
年
度
に
計
画
段
階
評
価
を
終
え
、

本
年
度
に
は
す
さ
み
〜
太
地
間
に

つ
い
て
、
ル
ー
ト
・
構
造
の
決
定
の

た
め
に
必
要
な
現
地
調
査
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
に
向

け
、
い
よ
い
よ
本
ル
ー
ト
の
新
規
事

業
採
択
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て

い
ま
す
。

　
６
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
す
さ
み
・

那
智
勝
浦
間
建
設
促
進
協
議
会
及

び
み
ん
な
の
高
速
道
路
建
設
促
進

串
本
協
議
会
で
国
土
交
通
省
と
県

選
出
国
会
議
員
を
訪
問
し
、
今
回
の

現
地
調
査
に
対
す
る
お
礼
と
併
せ
、

早
期
の
新
規
採
択
に
向
け
要
望
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
、
引

き
続
き
官
民
一
体
と
な
っ
て
要
望

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
町
道
整
備

　
生
活
道
路
及
び
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
各
地
区
か
ら
多
く
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
要
望
箇

所
を
消
化
す
る
こ
と
は
財
政
的
に

困
難
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
各
地

区
と
の
懇
談
に
よ
り
最
重
点
箇
所

の
把
握
を
行
い
、
限
ら
れ
た
予
算
の

範
囲
で
よ
り
効
果
的
な
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

■
前
地
町
営
住
宅
建
替
事
業

　
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
地

45
年
改
良
住
宅
20
戸
、
同
47
年
改
良

住
宅
26
戸
及
び
同
48
年
公
営
住
宅

15
戸
の
計
61
戸
の
建
替
を
行
う
も

の
で
す
。前
年
度
に
和
深
西
地
地
区

の
用
地
取
得
を
完
了
し
、
現
在
、
造

成
工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。こ
の
敷
地
に
は
住
宅
30
戸
の

建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
造
成
工
事

が
完
了
後
、
本
年
度
は
20
戸
、
来
年

度
に
10
戸
を
建
設
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
残
り
31
戸
の
建
替
で
あ
り

ま
す
が
、
既
存
住
宅
敷
地
へ
の
建
替

に
つ
い
て
は
、
敷
地
に
段
差
が
あ
る

こ
と
や
緑
地
の
確
保
、
道
路
の
拡
幅

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
敷

地
面
積
が
不
足
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、
新
た
に
上

田
ノ
岡
団
地
の
西
側
土
地
を
取
得

造
成
し
て
用
地
を
確
保
し
た
く
、
本

定
例
会
に
測
量
費
や
土
地
鑑
定
費

を
上
程
い
た
し
ま
し
た
。

■
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

　
　
　
　
　
　
無
線
整
備
事
業

　
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
電
波
法
、
審
査
基
準
の
改
正
を
受

け
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
和
歌
山
県

の
共
同
整
備
事
業
と
し
て
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
使
用
期
限
で

あ
り
ま
す
平
成
28
年
５
月
末
を
目

標
に
、
今
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け

て
機
器
及
び
施
設
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に
併
せ
て
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
県
全
域
の
情
報

伝
達
及
び
情
報
収
集
体
制
を
構
築

し
、
無
線
不
感
地
域
の
解
消
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
本
定
例
会
に
関
係
予

算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

■
串
本
町
子
ど
も
議
会
の
開
催

　
議
員
か
ら
も
提
言
の
あ
り
ま
し

た
、
串
本
町
子
ど
も
議
会
を
「
串
本

町
議
会
・
串
本
町
・
串
本
町
教
育

委
員
会
」
主
催
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
町
内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
各
学
校
の
生

徒
代
表
に
よ
り
実
施
す
る
予
定
で

す
。今
後
、
準
備
委
員
会
に
よ
り
詳

細
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成25年度 第２回定例会

4月27日にオープンした道の駅
「くしもと橋杭岩」

田並地区での現地調査の様子
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平
成
25
年
度
　
第
２
回
定
例
会

　
平
成
25
年
串
本
町
議
会
第
２
回

定
例
会
は
、
６
月
17
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
６
月
28
日
ま
で
の
12
日

間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。開
会

後
、
田
嶋
町
長
よ
り
、
防
災
対
策
施

策
な
ど
の
諸
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

諸
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
防
災
対
策

　
３
月
に
和
歌
山
県
よ
り
「
南
海
ト

ラ
フ
の
巨
大
地
震
」
と
「
東
海
・
東

南
海
・
南
海
３
連
動
地
震
」
の
２
つ

の
津
波
浸
水
想
定
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
想
定
を
基
に
し
た

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

着
手
し
、
各
世
帯
に
で
き
る
だ
け
早

く
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ

し
て
、
各
地
区
に
お
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
津
波
避
難
路

や
避
難
場
所
の
点
検
・
見
直
し
等
、

地
区
の
現
状
に
応
じ
た
地
域
防
災

計
画
の
策
定
作
業
に
取
り
か
か
っ

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　
各
地
区
か
ら

最
も
要
望
が
多

い
避
難
路
に
つ

き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
整

備
を
進
め
ま
す

が
、先
ず
、町
民

の
皆
様
に
今
回

の
二
つ
の
浸
水

想
定
の
違
い
を

正
し
く
伝
え
、

「
正
し
く
恐
れ

る
」
こ
と
を
周

知
い
た
し
ま
す
。「
決
し
て
諦
め
る

こ
と
な
く
、
１
秒
で
も
早
く
、
１
ｍ

で
も
高
く
」
を
津
波
避
難
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
避
難
３
原
則
の
徹
底

を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
更
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
７
月
28
日
に
実
施
さ
れ
る
「
４
県

共
同
津
波
避
難
訓
練
」
に
昨
年
同
様

全
町
レ
ベ
ル
で
参
加
し
、
町
民
へ
の

情
報
伝
達
訓
練
、
津
波
避
難
訓
練
、

孤
立
集
落
と
の
通
信
訓
練
、
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
災
害
対
策

本
部
設
置
・
運
営
訓
練
及
び
町
職

員
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
社
会
福
祉
施
設

　
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
上
野
山
保
育
所
と
西
向
保
育

所
を
統
合
し
た
上
野
山
保
育
所
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

整
備
状
況
か
ら
、
事
業
者
の
ご
協
力

に
よ
り
古
座
生
活
圏
域
に
建
設
場

所
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
上
野
山
保
育
所
は
保
護
者
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
地
震
津
波
被
害
が

予
測
さ
れ
る
地
域
に
あ
る
西
向
保

育
所
と
上
野
山
保
育
所
の
統
合
施

設
を
高
台
に
建
設
す
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
世
代
間
交
流

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
両
施
設
を

同
一
敷
地
内
に
整
備
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
施
設
の
事
業
主
体
は
、
社
会
福
祉

法
人
串
本
福
祉
会
と
社
会
福
祉
法

人
上
野
山
保
育
所
で
、

小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
３
月
21
日

に
、
保
育
所
は
４
月
24

日
に
入
札
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
建
設
業
者
が

決
定
し
て
い
ま
す
。今

後
、
順
次
建
設
工
事
に

着
手
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

串本町の【津波高・浸水深の想定】
南海トラフ巨大地震 ３連動地震

地震規模 マグニチュード9.1 マグニチュード8.7
最大津波高 17m 10m
平均津波高 10m ５m
平均浸水深 5.7m 2.6m

諸
報
告（
要
旨
）
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－防災対策－

■
串
本
幼
稚
園
で
の
取
り
組
み

　
串
本
幼
稚
園
で
は
、
地
震
・
津

波
災
害
に
備
え
て
、
園
児
た
ち
が

ほ
ぼ
毎
日
欠
か
さ
ず
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
朝
午
前
９
時
半
ご
ろ
、
「
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
」
と
の
放
送

が
流
れ
る
と
、
遊
ん
で
い
る
最
中

で
も
全
員
が
一
か
所
に
集
ま
り
、

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
の
高
台
ま

で
の
急
な
坂
道
を
駆
け
上
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　
は
じ
め
は
、
遊
び
を
中
断
す
る

の
を
嫌
が
っ
た
り
、
坂
道
を
駆
け

上
が
る
途
中
で
転
ん
で
し
ま
っ
た

り
す
る
事
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
日
々
の
訓
練
で
自
然
と
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
転
ん
で
怪

我
を
す
る
園
児
も
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
全
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
す
る

こ
と
で
、
今
で
は
避
難
場
所
ま
で

３
分
も
か
か
ら
ず
に
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
多
く

の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

釜
石
市
で
は
、
数
年
間
に
渡
る
徹

底
し
た
防
災
教
育
に
よ
り
、
学
校

の
管
理
下
に
あ
っ
た
児
童
生
徒
に

限
ら
ず
、
下
校
し
て
い
た
生
徒
た

ち
も
自
ら
の
判
断
で
高
台
に
避
難

し
、
市
内
の
小
中
学
生
２
９
２
１

人
（
全
体
の
９
９
．
８
％
）
が
津

波
か
ら
生
き
延
び
た
、
「
釜
石
の

奇
跡
」
。

　
こ
れ
も
生
徒
た
ち
が
避
難
経
路

を
自
分
た
ち
で
作
成
し
、
下
校
時

に
訓
練
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら
の

訓
練
を
欠
か
さ
ず
、
有
事
の
際
に

最
善
の
行
動
を
取
れ
た
結
果
が
形

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
震
は
い

つ
か
必
ず
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
釜
石
の
奇
跡
」
や
串
本

幼
稚
園
の
避
難
訓
練
を
見
習
い
、

普
段
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
す
る

こ
と
で
多
く
の
人
が
災
害
か
ら
生

き
延
び
る
「
串
本
の
奇
跡
」
を
起

こ
せ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
命
を
守
る
救
命
胴
衣

　
５
月
22
日
（
水
）
南
三
陸
町
議

会
総
務
常
任
委
員
会
が
串
本
町
の

防
災
対
策
に
関
す
る
行
政
視
察
の

た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
を

受
け
た
中
で
、
随
行
さ
れ
た
議
会

事
務
局
の
三
浦
さ
ん
の
お
話
が
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　
南
三
陸
町
で
は
東
日
本
大
震
災

で
大
津
波
が
防
災
対
策
庁
舎
を
襲

い
、
36
名
の
職
員
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
行
方
不
明
者
を
含
む
）

三
浦
さ
ん
は
防
災
対
策
庁
舎
の
屋

上
か
ら
津
波
で
流
さ
れ
、
助
か
っ

た
唯
一
の
職
員
と
の
こ
と
で
し

た
。
津
波
に
流
さ
れ
て
水
を
飲

み
、
息
が
続
か
ず
海
面
浮
上
に
40

秒
ほ
ど
も
が
き
苦
し
み
、
や
っ
と

の
思
い
で
浮
き
上
が
っ
た
と
こ
ろ

に
た
ま
た
ま
畳
が
あ
り
助
か
っ
た

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
の
時
救
命
胴
衣
を
付
け
て

い
れ
ば
、
あ
ん
な
に
苦
し
い
思
い

を
せ
ず
、
も
っ
と
楽
に
水
面
に
浮

か
び
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
も
っ

と
大
勢
の
仲
間
が
助
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
串
本
町
が
実
施
し

て
い
る
救
命
胴
衣
の
購
入
補
助
制

度
に
つ
い
て
、
と
て
も
良
い
制
度

だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
家
族
や
仲
間
を
失
い
、

深
く
傷
つ
き
な
が
ら
も
、
自
分
と

同
じ
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と

い
う
願
い
か
ら
、
串
本
町
の
た
め

に
つ
ら
い
記
憶
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
三
浦
さ
ん
の
思
い
が
町
民

の
み
な
さ
ま
に
伝
わ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

【
串
本
町
救
命
胴
衣
等
購
入
補
助
制
度
】

　補
助
対
象
者

　
・
串
本
町
に
住
民
登
録
を

　
　
さ
れ
て
い
る
方

　補
助
対
象
品
目

　
①
　
救
命
胴
衣
　
　

　
②
　
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　
若
し
く
は
防
災
頭
巾

　補
助
金
額

　
①

　
共
に
購
入
金
額
の
２
分
の
１
、

　
　
　
た
だ
し
３
，
０
０
０
円
が
限
度

　
②

　
共
に
購
入
さ
れ
た
場
合
は
、

　
　
　
６
，
０
０
０
円
が
限
度

避難場所まで全力で移動する園児

高台に移動後、集合する園児
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―　防災　避難訓練　―

　
５
月
28
日
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
対
策
の
最
終
報
告
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
報
告
の
中
で
、
地
震
の
予

知
に
つ
い
て
は
「
困
難
で
あ
る
」

と
の
見
解
が
な
さ
れ
、
改
め
て
東

海
地
震
を
含
む
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
警
戒
態
勢
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
・
津
波

に
対
し
て
自
分
や
家
族
の
命
を
守

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
備

え
が
必
要
で
す
。

　
各
家
庭
、
一
人
一
人
が
出
来
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
食
料
品
の
備
蓄
、
避
難
経

路
の
確
認
な
ど
は
、
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
上
、
一
番
重
要
な
備
え
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
建
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震

補
強
や
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

の
救
命
胴
衣
の
購
入
な
ど
に
際
し

て
は
、
串
本
町
で
も
補
助
金
制
度

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
日
々
の
備
え
は
明
日
か

ら
で
は
な
く
、
今
日
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

＜ 訓 練 想 定 ＞

■
地
震
・
津
波
へ
の
備
え
を

4県共同津波避難訓練
平成25年度

（三重県、和歌山県、徳島県、高知県）

を実施します。
■訓練実施日時　7月28日（日）　午前9時から
　南海トラフの巨大地震を想定し、津波による被害を最小限にとどめるため、串
本町では町内全域を対象とした避難訓練を実施します。

☆当日は防災行政無線による一斉放送や携帯電話会社からのエリアメールなどに
よる情報伝達が実施されます。

平成25年7月28日(日)午前9時00分ごろに、
和歌山県南方沖を震源とするマグニチュード9.1の地震が発生した。

気象庁は、午前9時03分に、和歌山県沿岸に「大津波警報」を発表した。

　南海トラフの巨大地震の際、串本町は全国で最も早く津波が到達する
町とされています。
　今回の訓練は皆様がそれぞれの避難場所までの経路を確認し、所要時
間を計測するなどいざという時に安全・迅速に避難することを目的に実
施するものです。

　町民の皆様には今回の訓練の趣旨をご理解いただき、是非この機会に
防災意識を高めていただくと共に、地震・津波に対する事前の備えとし
て、「非常持ち出し品や食料・飲料水の備蓄」や「家具などの固定化や
建物の耐震化」、各家庭での「避難経路や避難場所、連絡方法」などに
ついて話し合っていただきたいと考えております。

☆ぜひとも、多くの方々の訓練へのご参加をお願いします。

■お問い合わせ：役場総務課 防災・防犯グループまで　TEL.0735-62-0555
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５
月
24
日
、
ト
ル

コ
共
和
国
チ
ャ
ン
ク

ル
県
の
ヴ
ァ
ヒ
デ
ッ

テ
ィ
ン
・
オ
ズ
ジ
ャ

ン
知
事
ら
一
行
が
串

本
を
訪
問
し
、
樫
野

の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
遭
難
慰
霊
碑
に
献

花
を
行
い
、
ア
タ

テ
ュ
ル
ク
像
や
ト
ル

コ
記
念
館
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
串
本
町

役
場
に
来
庁
し
、
田
嶋
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
オ
ズ
ジ
ャ
ン
知
事
ら
一
行

は
、
チ
ャ
ン
ク
ル
県
に
タ
イ
ヤ
製
造
販

売
合
弁
会
社
を
設
立
し
た
住
友

ゴ
ム
工
業
㈱
か
ら
の
招
待
で
来

日
し
ま
し
た
。

　
オ
ズ
ジ
ャ
ン
知
事
は
「
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
慰
霊
碑
、
ア

タ
テ
ュ
ル
ク
像
な
ど
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
激

し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ク
ル
県

民
を
代
表
し
て
感
謝
し
ま

す
。
」
と
話
し
、
田
嶋
町
長
は

「
限
ら
れ
た
日
程
の
中
、
串
本

ま
で
お
越
し
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
の
事
故
は
悲
し
い
出
来
事

で
し
た
が
、
日
本
と
ト
ル
コ
の

大
き
な
絆
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
オ
ズ
ジ
ャ
ン
知
事

か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
の
置
物
や
ト

ル
コ
特
産
の
塩
な
ど
が
町
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

まちのわだい

ト
ル
コ
共
和
国
チ
ャ
ン
ク
ル
県
知
事
ら
一
行
が
来
町

　私たち串本さつまいも会は、串本町で古くから栽培されている
「さいぱん芋」を多くの人に知ってもらうため、耕作放棄地を活
用した栽培に取り組み、収穫した芋を『なんたん蜜姫』と名付け
て販売しています。
　また、地域の振興を目的として、一般家庭を対象にしたさつま
いもの栽培体験（いもっ子倶楽部）等もおこなっており、さつま
いも作りについて興味をもってもらう等、ふれあいの輪を広げて
います。
　今後、串本さつまいも会では串本の特産品としてのブランド化
を進め、増産を目指しています。
　私たちの取り組みに賛同して一緒に栽培していただける会員を
募集しています。

いもっ子倶楽部活動
さつまいも苗の植えつけ作業

山
鹿
史
行
さ
ん
が

　

 

県
知
事
表
彰
受
賞

　
５
月
28
日
、
平
成
25
年
和
歌
山
県

知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
和
歌
山
市
内

で
行
わ
れ
、
旧
串
本
町
の
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
山
鹿
史
行
さ
ん
（
70
・
江
田
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
鹿
さ
ん
は
昭
和
60
年
２
月
か
ら

平
成
17
年
３
月
ま
で
６
期
20
年
の
長

き
に
わ
た
り
旧
串
本
町
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
、
在
職
中
は
副
議
長
や
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
串
本
町
古

座
町
古
座
川
町
衛
生
施
設
事
務
組
合

議
会
議
員
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴

任
。
ま
た
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
は

串
本
町
古
座
町
合
併
協
議
会
の
委
員

と
し
て
、
新
町
建
設
計
画
の
策
定
や

協
議
項
目
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
現
串
本
町
の
発
足
に
多
大
な
貢

献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

表彰された山鹿史行さん

地
方
自
治
振
興
分
野

詳しくは串本さつまいも会　事務局　尾崎（TEL.62-3333 JA紀南串本支所内）までお問い合わせください。

オズジャン知事から記念品を受け取る田嶋町長

慰霊碑を訪れた県知事ら一行

ト
ル
コ
と
の
友
好
関
係
を
こ
れ
か
ら
も
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まちのわだい

　
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
50
名
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
当
日
の
天
気
が
危
ぶ
ま
れ

た
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く
な
り
、

例
年
よ
り
少
な
い
人
数
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
ま

り
降
ら
ず
、
参
加
者
は
自
然
を
感
じ
な

が
ら
清
掃
活
動
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

　
古
座
川
の
一
枚
岩
か
ら
ぼ
た
ん
荘
前

ま
で
約
13
㎞
の
行
程
を
約
５
時
間
か
け

て
下
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
今
回
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
が
、
本
当
に
楽
し
い
。
来
年

も
是
非
参
加
し
た
い
。
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
川
沿
い
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
パ
ソ
コ

ン
機
器
な
ど
が
落
ち
て
お
り
、
今
回
の

清
掃
活
動
で
、
軽
ダ
ン
プ
１
台
分
の
ゴ

ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
を
感
じ
る
清
掃
活
動

「雄大な流れと美しい景観。
　　清流をいつまでも美しく保ちたい。」

－第13回古座川クリーンアップ大作戦－
　5月19日、古座川をカヌーツーリング
しながら流域のゴミ拾いを行う古座川ク
リーンアップ大作戦が行われました。

右：ゴミ回収の様子
下：景色を楽しみながら古座
川を下る参加者

上：カヌーツーリングを
楽しむ参加者
下：昼休憩には、サザエ
のつぼ焼きや、魚の干物
などが用意され、参加者
は海の幸を堪能していま
した。

初 め て の 方 も 、 レ ク
チャーを受け、インスト
ラクターが一緒に下るの
で安心です。

毎回参加されているリ
ピーターの方々、家族や
団体での参加が見られ、
全員が協力して清掃活動
を行いました。



　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
串
本
は
、
紀
伊
半
島
の

最
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路

は
、
ま
が
り
く
ね
っ
た
海
岸
線
に
沿
っ
て
走

る
国
道
42
号
だ
け
で
す
。

　

台
風
襲
来
に
よ
り
土
砂
崩
れ
、
越
波
等
に

よ
る
機
能
麻
痺
、
ま
た
、
近
い
将
来
、
非
常

に
高
い
確
率
で
想
定
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
発
生
時
に
は
、
当
町
は
孤

立
し
、
我
々
住
民
は
避
難
生
活
維
持
に
大
き

な
不
安
を
抱
く
ば
か
り
か
、
救
援
、
復
旧
、

復
興
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と

は
明
白
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
道
路
事
情
を
打
破
す
る
た

め
、
行
政
、
議
会
に
よ
る
各
種
協
議
会
に
よ
り
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
２
月
に
は
町
内
の
各
種
団
体
に
よ
る
、
み

ん
な
の
高
速
道
路
建
設
促
進
串
本
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
３
月
に
は
早
期
整
備
を
訴
え
る
デ
モ
行
進
、
ま

た
、
国
や
国
会
議
員
に
対
し
２
万
人
以
上
の
署
名
簿
を

提
出
し
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

串
本
町
に
吉
報
！

『
い
の
ち
の
道
』実
現
へ
の
第
一
歩

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
（
す
さ
み
〜
太
地
）
約
38
㎞

事
業
化
に
向
け
・
現
地
調
査
を
開
始

　

今
日
ま
で
、
町
民
は
も
と
よ
り
周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
、
議
会
関
係

者
の
方
々
、
行
政
が
協
力
し
、
『
い
の
ち
の
道
』
近
畿
自
動
車
道
紀

勢
線
（
す
さ
み
〜
太
地
）
の
事
業
化
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、
熱
い

想
い
を
中
央
に
届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
想
い
が
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
田
並
地

区
で
最
初
の
現
地
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

串
本
の
現
状
と

　
　 

こ
れ
ま
で
の
歩
み

田並地区で現地調査
（地質ボーリング調査）が始まる

　

国
土
交
通
省
は
、
平
成
24
年
６
月
か
ら
計
画
段
階
評

価
を
実
施
し
、
地
元
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
、
今
年
４
月
に
対
応
方
針
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

対
応
方
針
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
意

見
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
強
く
、
時
間
短
縮
効
果
の
あ

る
道
路
を
整
備
す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
は
、
海
側
ル
ー
ト
、
Ｉ
Ｃ
は
町
内
に
３
箇

所
、
道
路
構
造
等
に
つ
い
て
は
、
避
難
階
段
や
緊
急
出

入
口
等
に
も
配
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
事
業
化
決
定
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
概

略
ル
ー
ト
、
構
造
の
検
討
に
続
き
、
詳
細
な
ル
ー
ト
、

構
造
の
検
討
に
必
要
な
現
地
調
査
が
、
町
内
で
初
め
て

田
並
で
は
じ
ま
り
、
今
後
は
、
測
量
調
査
等
も
行
う
予

定
で
す
。
今
後
は
、
一
日
も
早
く
新
規
事
業
化
さ
れ
ま

す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

み
ん
な
の
想
い
が

　『
い
の
ち
の
道
』実
現
へ

平
成
24
年
３
月
に
行
わ
れ
た

デ
モ
行
進

02

0103

国会議員への要望活動
01．二階議員　02．世耕議員
03．鶴保議員
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　和歌山県では、紀伊半島豪雨災害また東日本大震災を教訓に、
昨年から大規模災害時に医療体制を迅速に整えるための専門組織
が発足されていましたが、このほどその調整役となる「災害医療
コーディネーター」に、当院の山本憲廣リハビリテーション科医
長が選任され、知事からの委嘱状が交付されました。
　県下２０名の医師が委嘱を受けている「災害医療コーディネー
ター」の役割は、大規模災害発生時に各医療関係者からの情報を
集約し、被災地での救急医療
活動や支援要請を迅速に行う
こと。特に南海トラフ巨大地

震などで甚大な被害を受けることが予想されている新宮保
健医療圏での役割は重大で、今後自衛隊や消防、警察、地
元医師会、また自治体等と連携した災害訓練において陣頭
指揮をとって頂くことになります。

　
平
日
の
午
前
７
時
〜
午
後
５
時

の
間
に
来
院
さ
れ
る
場
合
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
都
合
上
、
時

間
外
出
入
口
を
利
用
せ
ず
、
正
面

玄
関
か
ら
お
入
り
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

時
間
外
出
入
口
は
、
正
面
玄
関

　
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
時
間
帯
土

　
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
の
終
日

　
と
、
平
日
の
　
午
後
５
時
〜
翌

　
午
前
７
時
ま
で
の
み
ご
利
用
下

　
さ
い
。

　平成24年中の救急車による患者搬送数は、以
下のとおりとなっています。

時
間
外
出
入
口

（
職
員
通
用
口
） ※和歌山県立医大病院への搬送18人は全てドク

　ターヘリによる搬送です。

種別
病院別 急病 交通 その他 合計
くしもと町立病院 857 95 286 1,238
その他町内病院 13 0 3 16
那智勝浦町立温泉病院 11 0 3 14
新宮市立医療センター 66 1 69 136
南和歌山医療センター 13 6 32 51
社会保険紀南病院 8 0 24 32
※和歌山県立医大病院 4 5 9 18

その他 7 5 3 15
合 計 979 112 429 1,520

山本憲廣リハビリ医長

訓 練 風 景

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.15
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〈
出
世
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉〈
地 

区
〉

岡

田

唯

杜

　

田

佳

帆

北

野

充

凪

二
　
河

　
こ
は
る

丹

野

莉

子

三

輪

大

地

稲
　
田

　
　
功

　

耕

一

博

之

智

晃

洋

介

香

織

耕

平

新

吾

上
野
山

サ
ン
ゴ
台

奈
良
県

伊

串

串

本

名
古
屋
市

大

島

ゆ

い

と

み

な

ぎ

福
　
池

　
光

　

横

田

幸

子

橋
　
本

　
　
夫

　

渡
　
瀬

　
麻
里
子

村

上

雄

一

岩

佐

晴

香

結
　
城

　
　
準

　

松

下

り

え

潮

岬

東
京
都

串

本

串

本

田

並

奈
良
県

有

田

串

本

よ
ろ
こ
び

か
な
し
み

※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。
（５月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
もお

幸
せ
に

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
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田

中

一

雄
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松
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よ
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中
　
山

　
　
敬

　

増

本

琢
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山
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み
や
ゑ

平
　
見

　
　
健

　

岡
　
田

　
氏
乃
生

寺
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た
み
ゑ

半
　
田

　
仁

　
榮

吉
　
村

　
サ
ダ
ヨ

新
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嶝
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み
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中
　
村
　
ユ
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穗

元

畑

文

也

堀
　
　
　
美

　
代

平

原

長

正

神
　
田

　
紀
里
枝

藤
　
井

　
　
一
郎

高

石

み

ね
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田
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向

串

本

串

本

有

田

串

本

串
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江

田

和

深

潮

岬

田
並
上

潮

岬

潮

岬

高

富

出

雲

串

本

西

向

伊

串

須

江

古

座

潮

岬

田

並

鬮
野
川

串

本

串

本

串

本

古

座

こ
う

だ

い

ち

か

ほ

り

こ

串本町の消防職員採用試験について

▼試験日時等
平成25年9月22日（日）
※試験時刻及び会場は受験申込
　者にお知らせします。
▼受付期間
平成25年8月1日（木）～
　　平成25年8月16日（金）
午前8時30分～午後5時まで
※土、日曜日を除く
▼提出書類
（１）受験申込書（町指定用紙）
　※受験申込書は串本町役場総
　　務課（本庁舎内）で配布しま
　　す。また、串本町ホームペー
　　ジからダウンロードできま
　　す。
（２）返信用封筒（長形３号の封筒
に住所及び氏名を記入し、80 円
切手を貼付してください。）

　串本町では、次のとおり平成
25 年度消防職員採用試験を実施
します。
▼募集職種及び採用予定人数
　消防職員　４名程度
▼受験資格
　昭和 60 年 4 月 2 日以降に生
まれた人（救急救命士免許を有す
る人は昭和 58 年 4 月 2 日以降
に生まれた人）で、次の要件をす
べて満たす人
ア　色覚、聴力、言語および運動
　　機能等に支障がない人
イ　視力（矯正視力含む）が両眼
　　で 0.7 以上で一眼でそれぞ
　　れ0.3 以上である人
ウ　在職中、串本町内または古座
　　川町内に居住できる人

▼提出方法
　必要書類を整え、串本町役場
総務課へ直接提出してくださ
い。郵送の場合は、必ず特定記
録郵便又は簡易書留で郵送する
こととし、封筒の表に「職員採
用試験申込」と朱書きし、
「〒649-3592和歌山県東牟婁
郡串本町串本1800番地　串本
町役場総務課」あてに郵送して
ください。受付期間最終日の消
印有効とします。
▼採用
　平成 26 年 4 月 1 日
▼問い合わせ先
串本町役場総務課
TEL.0735-62-0555（直通）
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No.2

７ 月 の 予 定

相談窓口：（古座分庁舎 1階 右側）遊びのひろば：（古座分庁舎 2階 トレーニングルーム）
問合せ先：649-4192 串本町西向359古座分庁舎内 子育て支援室 「りぼん」 0735-67-7010 ご利用ください！

　皆様、こんにちは！子育て支援室　「りぼん」です。
　子育てをしている皆様の、少しでもお力になれれば…と、串本町教育委員会に、４月に新設されました。
　子育ての悩みを聞いたり、子どもの健康、発達の不安などの相談にのったり、専門の先生につなぎなが
ら、一緒に解決方法を考えたりしています。不慣れな育児に戸惑ったり困ったりした時には、どうぞ子育て
支援室をご利用下さい。お電話をお待ちしています。

内 容 日 時
子育て相談 2日、4日、9日、11日、16日、18日、23日、25日（9時～12時・13時～16時）
教 育 相 談 7月25日（木）（10時～12時・13時～17時）
心 の 相 談 7月12日（金）（10時～12時・13時～17時）
遊びのひろば 7月19日（金）（10時～12時・13時～15時）　古座分庁舎  2階

子どもを育てるって
　社会の中で何よりも大切な仕事です。決して一人だけですることではありません。周りの温かい力をかり
ましょう、そして子どもを大切にする気持ちと同じ様に、子どもを育てている自分も大切にする事を忘れな
いでくださいね。

遊びのひろばのご紹介
・場　所：役場古座分庁舎２階トレーニングルーム
・対象者：未就園のお子さん（保護者の付き添い
　　　　　があれば、どなたでも参加できます）
・着替えやお茶等は、必要に応じて各自でご用意下
　さい。

子育て相談ご利用ください！
・子育てで疲れていませんか？一人で抱えていませ
　んか？又、お子さんの様子で気になる事はありま
　せんか？困っていることがありましたら、一緒に
　ささえていきたいと思います。一人で頑張らない
　で…相談して下さいね。

　昨年夏に首都圏を中心に風しんが流行し、今年は和歌山市内でも流行していま
す。風しんは、抗体をもたない妊娠中の女性が感染すると、赤ちゃんに難聴・心疾
患・白内障を主症状とする「先天性風しん症候群」という病気を起こすことがあり
ます。このため、串本町では妊婦の風しんを予防し、将来産まれてくる大切な赤
ちゃんを守るために下記内容で予防接種費用の一部を助成します。

１　対象者

２　助成対象の接種期間

３　申請受付期間

４　助成対象の予防接種

※接種時に串本町に住民票のある方に限ります
Ａ　妊娠を希望する１９～５０歳未満の女性
　（昭和38年5月22日生～平成7年3月31日生）
Ｂ　妊娠している女性の夫（胎児の父親）

平成25年5月21日（火）～
　　　　　　平成26年3月31日（月）まで

平成25年7月1日（月）～
　　　　　　平成26年3月31日（月）まで

①風しんワクチン予防接種
②麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）予防接種

５　助成額
10,000円（上限）
※ただし、支出した額が10,000円に満たない場合はそ
の額とする。

６　申請方法
下記の書類をすべてそろえて、串本町保健センターへ申
請してください。
１）接種した予防接種の領収証の原本（コピー不可）
　　※予防接種費用として支出した記載があることをご
　　　確認ください。
２）風しんまたは、麻しん・風しん混合ワクチン
　（ＭＲ）予防接種済証
３）印鑑・通帳（口座番号がわかるもの）
　（Ｂ）妊娠をしている女性の夫が申請する場合は
　　４）もご持参ください。
４）母子手帳
　（母子手帳の表紙と子の保護者のページに記入がある
　　もの。）

７　お問い合わせ
串本町保健センター　TEL62-6206
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【乳幼児関係】
　乳幼児予防接種
実 施 日 受付時間 場 所

７月 2日（火） 13:10～13:40 ポリオ１期初回
７月22日（月） 13:10～13:40 日本脳炎1期初回
７月23日（火） 12:40～13:10 日本脳炎1期初回
７月24日（水） 13:10～13:40 二種混合2期
７月25日（木） 13:00～13:30 BCG
７月29日（月） 12:40～13:10 日本脳炎1期初回
７月30日（火） 13:10～13:40 日本脳炎1期初回
７月31日（水） 13:10～13:40 日本脳炎1期初回

※予防接種・教室の会場は保健センター2階です。
※二種混合の接種対象は、
平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれの方
◎7月の日本脳炎予防接種の対象者
・1期初回の方：平成16年4月2日～平成18年4月1日生まれの方
・1期追加の方：平成24年7月～8月に1期初回を完了した方
上記以外で平成24年度に対象であって接種出来ていない方

　献血　※ライオンズクラブ協賛
実 施 日 受付時間 場 所

７月10日（水） 10:00～16:00 WAY串本店駐車場

　健康相談
実 施 日 受付時間 場 所

７月 8日（月） 13:00～14:30 保健センター2階

※誰でもお気軽に会場へお越しください。
（血圧測定や健康についての相談もお受けします。）

　乳幼健診　　※乳幼児健診の会場は保健センター2階です
実 施 日 受付時間 場 所

７月 4日（木） 13:00～14:00 １歳６カ月児および２歳６カ月児健診
７月18日（木） 13:00～14:00 10カ月児～1歳児健診

７月25日（木）
13:00～13:30 6カ月児健診＆BCG予防接種
13:30～14:00 4カ月児健診

　各種教室
実 施 日 受付時間 場 所

７月24日（水） 13:30～ マタニティー教室（前期）

保健センター７月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（ 0735‐62‐6206）まで

歯周疾患検診について
　平成25年4月1日～平成26年3月31日までの間
で40歳・50歳・60歳・70歳になる方は今年度無
料にて検診が受けられます。対象者の方には個別通
知をしています。
受診期間…6月1日（土）～12月28日（土）まで

【成人関係】
　7月・8月の検診日程
実 施 日 受付時間 特　定 胃 大　腸 胸　部 子宮・乳房 内 容

7月 3日（水） 13:00～14:00 ● 田原山村交流センター
7月12日（金） 13:00～14:00 ● 保健センター
7月16日（火） 13:00～13:30 ● 古座分庁舎
7月28日（日） 7:30～ 9:30 ● ● ● ● 保健センター
8月18日（日） 7:30～ 9:30 ● ● ● ● 保健センター
8月25日（日） 7:30～ 9:00 ● ● ● ● 大島開発総合センター

※特定健診につきましては、４月１日現在串本町国民健康保険の資格を有し、健診当日において串本町国民健康保険に
　加入している40～74歳の方が対象となります。
※特定健診受診の際には、串本町国民健康保険証をご持参ください。
※申し込みをされていない方でも当日会場にお越しいただければ受診できます。（但し、特定健診・胃がん検診は前日
　の夜９時以降絶食、大腸がん検診は検診専用容器が必要なのでその場では出来ません）

●印は受けられる検診を表しています。

お 知 ら せ

　HPV（子宮頸ガン）予防接種について6月１４日に開催された
国の会議において、副反応との因果関係が明らかになるまでは接
種を積極的にお勧めすることを差し支えることになりました。
　対象となる皆さまにはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解い
ただきますようお願いいたします。
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お
知
ら
せ
＆
行
事

Inform
ation

【連絡先】
串 本 町 役 場 本 庁 舎

（℡62‐0555）
串 本 町 役 場 古 座 分 庁 舎

（℡72‐0081）
く し も と 町 立 病 院

（℡62‐7111）
串 本 町 教 育 委 員 会

（℡72‐0017）
文 化 セ ン タ ー

（℡62‐0006）
串 本 町 図 書 館

（℡62‐4653）
保 健 セ ン タ ー

（℡62‐6206）
町 内 放 送 案 内　
（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-928649）
串本町ホームページアドレス
h t t p : / / w w w . t o w n .
kushimoto.wakayama.jp
串本町メールアドレス（代表）
k i k a k u @ t o w n .
kushimoto.wakayama.jp

お
知
ら
せ

調
停
相
談
会
の
開
催

　
串
本
調
停
懇
話
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
事
に
関
す
る
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
調
停
申
立
て
の
方
法
、
調
停
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調
停
で
解

決
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が
あ
る
の

か
な
ど
、
実
際
に
民
事
調
停
に
携
わ
っ

て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
日

　 時

　
平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場

　 所

　
串
本
簡
易
裁
判
所

▼
内

　 容

　
民
事
（
土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
借
・

交
通
事
故
な
ど
）
に
関
す
る
調
停
の
手

続
き
に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
簡
易
裁
判
所 

庶
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
１
２

巡
視
船
体
験
航
海
希
望
者
募
集

　
串
本
海
上
保
安
署
で
は
、
串
本
ま
つ

り
の
協
賛
行
事
と
し
て
「
巡
視
船
の
体

験
航
海
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

　
た
だ
し
、
雨
天
お
よ
び
海
上
荒
天
の

場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

▼
日

　 時

　
平
成
25
年
８
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場

　 所

　
串
本
港
内
お
よ
び
大
島
周
辺
海
域

▼
内

　 容

・
田
辺
海
上
保
安
部
所
属
「
巡
視
船
み

　
な
べ
」
お
よ
び
串
本
海
上
保
安
署
所

　
属
「
巡
視
艇
む
ろ
づ
き
」
に
よ
る
体

　
験
航
海

・
㈱
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
の
協
力

　
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
放
流

　
（
み
な
べ
船
上
に
て
）

・
み
な
べ
船
内
で
の
海
洋
環
境
教
室

▼
定

　 員

　
１
０
０
名
（
み
な
べ
約
70
名
・

む
ろ
づ
き
約
30
名
）

　
※
12
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
と
し
た

　
　
船
上
環
境
教
室
を
み
な
べ
船
上
に

　
　
て
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
お
子
さ

　
　
ん
連
れ
を
優
先
的
に
み
な
べ
乗
船

　
　
と
し
、
み
な
べ
・
む
ろ
づ
き
の
定

　
　
員
と
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

　
※
４
歳
未
満
の
幼
児
は
乗
船
で
き
ま

　
　
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
３
名
ま
で
記

入
可
）
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
お
よ
び
乗
船
希
望
者
３

名
の
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
う
え
、

串
本
海
上
保
安
署
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
返
信
は
が
き
が
乗
船
引
換
券
と

な
り
ま
す
。

　
※
定
員
計
算
に
必
要
な
た
め
、
年
齢

　
　
は
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

　
平
成
25
年
７
月
25
日
（
木
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
４
９
‐
３
５
０
３

　
串
本
町
串
本
２
１
１
３
‐
３

　
串
本
海
上
保
安
署

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
２
６

串
本
町
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
（
18

歳
未
満
）
に
対
し
、
補
聴
器
購
入
費
の

一
部
又
は
全
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
項
目
に
す
べ
て
当
て

は
ま
る
方
）

・
串
本
町
に
住
所
を
有
す
る
方

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル

　
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　
対
象
と
な
ら
な
い
方

・
市
町
村
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
未

　
満
の
世
帯
に
属
す
る
方

※
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
、
既
に

　
補
聴
器
を
購
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

　
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
金
額

　
補
聴
器
購
入
費
の
３
分
の
２
（
生
活

　
保
護
受
給
世
帯
及
び
市
町
村
民
税
非

　
課
税
世
帯
は
全
額
）

　
※
対
象
と
な
る
補
聴
器
に
は
種
類
や

　
　
上
限
価
格
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
の
方
法
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
串
本
町
役
場
福
祉
課
障
害
福
祉

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２
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後期高齢者医療保険からのお知らせ
◆ 平成25年度保険証の更新について
　平成25年7月31日の有効期限満了に伴い、保険証を更新いたします。新しい保険証の送付は、7月初旬
頃から順次簡易書留郵便にてお届けいたします。保険証の色は、従来のみず色からうすいオレンジ色に変
わります。
※今回お届けする保険証は、7月1日から有効となっていますので、お手元に届き次第ご使用できます。現
　在お持ちの保険証については、各自で破棄していただくか役場に返却ください。
※保険料の納付が滞っている場合、保険証の送付を一時保留させていただき、お納めできない事由につい
　て聞かせていただくとともに、状況によっては短期保険証や資格証明書の交付をさせていただくことに
　なっています。
◆ 保険料（納期・期割り）について
○特別徴収（年金天引き）の方
　仮算定（4月､6月､8月）
　本算定（10月､12月､2月）

○普通徴収［本算定］（口座振替・納付書による納付）
　の方は７月からとなります。

※普通徴収の対象となられ
　た方には、通知・納付書
　等を7月中旬に送付させて
　いただきます。（7月から
　翌年の3月までの9回で納
　めていただくこととなり
　ます。）

※本算定（7月初め）以降、
　所得更正等が生じた場合、
　併徴（特別徴収・普通徴
　収両方）となる場合があ
　ります。

★平成25年7月の本算定により特別徴収の対象となった場合は、年金天引きの調整のため、7月、8月、9
　月の3期が普通徴収（納付書・口座振替）となり10月より年金天引きとなりますのでご了承ください。
 （口座の手続きをいただいている方は、口座より納付となります。）

◆ 保険料の納付方法を年金からの天引きと口座振替のいずれかに選択できます。
　現在、年金からの天引きでお納めいただいている後期高齢者医療制度の保険料が、手続きにより、口座
振替に変更することができます。
（すでに納付方法変更申出書を提出されている方は、届出書の手続きはいりません。）
　※すでに口座振替の手続きをされている方も、「納付方法変更申出書」を提出していない方は、年金天
　　引きの対象者となった場合、引き続き年金からの天引きになる可能性があります。
　※特別徴収からの変更には、事務手続きが2カ月程度要します。変更を希望される方は、早目の申出をお
　　願いします。
　※年金からの天引きを希望される場合、届出の手続きは不要ですが、年金天引きとなるかどうかは日本
　　年金機構（旧社会保険庁）等の判断となります。制度改正による保険料の減額等が生じた場合、納付
　　書による普通徴収に変更となる場合があります。

【お問い合わせ】串本町役場住民課　後期高齢者医療係　TEL.0735-62-0561

仮算定

4月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

本算定

10月
（４期）

12月
（5期）

2月
（6期）

本算定

7月
（１期）

8月
（2期）

9月
（３期）

10月
（4期）

11月
（5期）

12月
（6期）

1月
（7期）

2月
（8期）

3月
（9期）

本算定（普通徴収） 本算定（特別徴収）

7月
（１期）

8月
（２期）

9月
（３期）

10月
（4期）

12月
（5期）

2月
（6期）

串本法律相談センターからのお知らせ
　お金の貸し借り、相続、離婚、
交通事故などの法律問題でお困り
の方は、下記までご相談下さい。
　和歌山弁護士会所属の弁護士
が、親切・丁寧に法律相談に応じ
ます。
　なお、相談は事前予約制となっ
ております。

◇相　談　日　毎週月曜日（休日の場合は翌火曜日）
◇相談場所　串本町文化センター

◇相 談 料　　5,000円（消費税別途）
　※ただし、一定の要件を満たした場合には、無料と
　　なります。下記までお問い合わせ下さい。
○相談のご予約、お問い合わせ
　串本法律相談センター　TEL.073-422-5005
　平日　午前9時から午後5時まで（年末年始、祝日除く）
○ご不明な点など
　串本町役場　住民課　　TEL.0735-62-0561
　平日　午前8時30分から午後5時15分まで
　（年末年始、祝日除く）
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7 月 の 行 事 予 定

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

◇国民健康保険の
　　手続きを忘れていませんか？◇ 
・社会保険などに加入した。
・社会保険などを脱退した。
・家族の社会保険の扶養に入った…など。

＊＊＊手続きに関するご相談は＊＊＊

串本町ふるさとの
まちづくり応援基金へ寄付を

いただきました。
　下記の方々より串本町ふるさとのまちづく
り応援基金に対し、寄付をいただきました。
ご厚意に深く感謝申し上げますとともに、い
ただきました寄付は有効に活用させていただ
きます。

○大阪府在住　　村上　正明　様

今年の火災・救急件数
－ 5月31日現在 －

火災のない 住みよい豊かな町づくり

火災件数
建　物　１件
林　野　０件
その他　４件
合　計　５件

救急件数
交　通　　４５件
急　病　４０５件
その他　１６５件
合　計　６１５件

28人乗り　マイクロバス2台
13人乗り　スーパージャンボ1台 新規導入!

日 曜 行事内容（時間） 場　所 主管課等

4 木 人権行政相談
（13:30～15:30）

串本町役場
４階会議室 住民課

11 木 行政相談
（13:30～15:30）

古座福祉センター 住民課

18 木 人権行政相談
（13:30～15:30） 和深公民館 住民課

27 土 海水浴まつり
（10:00～11:30） 橋杭海水浴場 産業課

28 日
平成25年度4県（三重、
和歌山、徳島、高知）共
同津波訓練（9:00～）

町内全域 総務課

このようなときには国民健康保険への加入・
脱退手続きが必要です。

串本町役場住民課（国民健康保険係）まで TEL62-0561

　今年の熊野水軍古座河内祭の夕べの花火大会は7月25日(木)に、串本
まつりの花火大会は8月3日(土)にそれぞれ開催が予定されています。
　つきましては、両花火大会を盛大に開催するため、今夏も町民の皆さ
まから広くご寄付を募らせていただきたいと思います。
　イベントの趣旨をご理解いただき、ご寄付をいただける方は、下記に
て受け付けておりますので、ご協力をお願いいたします。
※なお、串本まつり花火大会では、個人からの供養花火を受け付けてい
　ます。詳しくは事務局までお問い合わせください。

申込期限　7月9日（火）まで
－ 寄付受付場所 －

串本町役場本庁舎、串本町役場古座分庁舎
－ 受付の申し出、問い合わせ先 －

串本まつり実行委員会事務局　【串本町役場 産業課内】℡0735-62-0557
熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会 【古座観光協会】℡0735-72-0645
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今
月
の
納
税

▼
納
期
限

・
７
月
31
日
（
水
）

　 ○
固
定
資
産
税
（
２
期
）

　 ○
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

　 ○
介
護
保
険
料
（
４
期
）

　 ○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

　 法
律
に
よ
り
年
率
14.6
％
の
延
滞
金
が

　 か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

　 場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

（
直
通
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
健
康
日
本
21
称
賛

若
石
健
康
法
（
足
ツ
ボ
）

「足からの健康館」
足ツボ・整体
若石健康法の効果

◆ 体中の血液循環を良くします。
◆ ドロドロ血液をサラサラにします。
◆ 各臓器や器官の働きを正常にします。
◆ ホルモンバランスを整えます。

営業時間／AM8:30～ PM5:00【駐車場有】
完全予約制【定休日】日曜日・祝祭日
串本町串本1734-11 TEL0735-62-0520

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

医療費の還付金に関する不審な電話【還付金詐欺】にご注意を!
　還付金詐欺とは、社会保険事務所や市町村などの職
員を装って国民健康保険税や医療費の還付があると偽
り、お金を騙し取る手口です。
　串本町では、還付金のお知らせは文書にて送付させ
ていただいており、電話で還付金の連絡をしたり、銀行
やコンビニエンスストアの ATM で機械操作を指示し
たりすることは一切行っておりません。
◎不審な電話があった場合はその場で対応せず、串本

　町役場住民課（６２－０５６１）　または税務課（６
　２－０５８６）までご相談ください。
◎万が一被害にあってしまった場合には、すぐに串本
　警察署（６２－０１１０）に被害届を提出してくださ
　い。
高齢者の方が中心に狙われていると思われますので、
地区にお住まいの高齢者の方々に広くお知らせくださ
いますようお願いいたします。

募 集 資 格 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

自 衛 官 候 補 生
（陸・海・空）
任 期 制 自 衛 官

平成26年4月1日現在
18歳以上27歳未満の者

男 年　中

9月10日（火）
和 歌 山 市9月19日（木）

9月28日（土）
9月26日（木） 田 辺 市

女 8月1日～9月6日 9月24日（火） 和 歌 山 市

一 般 曹 候 補 生
( 陸 ・ 海 ・ 空 )
非任期制自衛官

平 成 2 6 年 4 月 1 日 現 在
18歳以上27歳未満の男女 8月1日～9月6日

１次：9月16日（月） 和歌山市　田辺市
串 本 町

２次：10月6日（日）
　　　10月9日（水）

和 歌 山 市
田 辺 市

航 空 学 生
( 海 ・ 空 )
パイロット養成

平 成 2 6 年 4 月 1 日 現 在
18歳以上27歳未満の男女 8月1日～9月6日

１次：9月21日（土） 和 歌 山 市
２次：10月12日～17日（別示）
３次：11月９日～１２月1２日（別示）

問い合わせ先:自衛隊新宮地域事務所 TEL.0735-21-3449

平 成 25 年 度　自 衛 官 等 募 集 案 内

　７月 16 日（火）より ZTV にて第２回定
例会一般質問の様子を録画放送します。
　どうぞ皆さまご覧ください。
　なお、日程につきましては ZTV アナログ
5ch の文字放送をご覧下さい。
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☆関連イベントとして串本海上保安
　所にご協力いただき、巡視船体験
　航海が行われます。　詳しくは本紙17ページ
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7.27（土）

第
９
回

海水浴まつり
【時　間】10:00～11:30
【場　所】橋杭海水浴場
【内　容】フラダンス披露、あさりひろい、宝探し

8.3（土）
串本節おどり（道中おどり）
【時　間】18:15～19:30
【場　所】ローソン串本店裏～串本漁港

花火大会
【時　間】20:00～21:00
【場　所】串本港内突堤先8.4（日）

ふれあい広場
【時　間】10:00～11:30
【場　所】文化センター駐車場

ビンゴゲーム大会
【時　間】13:00～
【場　所】町立体育館

サマーBANDライブ
【時　間】10:00～16:00（予定）
【場　所】文化センター大ホール

鮎のつかみ取り
【時　間】15:00～
【場　所】文化センター駐車場

ダンス K-night
【時　間】18:30～20:00（予定）
【場　所】文化センター大ホール


